別記様式第２号（第８条関係）

会　議　録

１　会議の名称　　令和５年度第２回男女共同参画審議会

２　開催日時　　　令和６年１月18日（木）18時～18時45分

３　開催場所　　　妙高市役所　４階　402会議室

４　出席した者の氏名

【委　員】　山﨑淳子委員、藤田浩平委員、永井早苗委員、藤巻礼子委員
渡辺昌子委員、横山正夫委員、小川優子委員、岩淺賢治委員
（欠席）古川詠子委員、後藤信哉委員
【事務局】　生涯学習課：鴨井課長、小林補佐、保坂係長、星野主事
５　議題・発言の内容など
（１）「男女が共にあゆむパートナープラン2020～2029」の進捗状況

　　〇第３次妙高市男女共同参画計画指標中間報告について

　　資料１　男女が共にあゆむパートナープラン2020～2029の進捗状況（１.成果指標）
資料２　第３次妙高市男女共同参画計画成果指標一覧
により事務局が説明
＜質疑・意見など＞
委　　員：市民意識調査の対象者と回答件数は？
事 務 局：市民税務課で実施した「人権に関する市民意識調査」は、対象者が18歳以上の市民1,000人（無作為抽出）で、回答件数は352件。企画政策課で実施した総合計画の基礎資料となる「妙高市まちづくり市民意識調査」は、対象者が15歳以上の市民1,000人（無作為抽出）で、回答件数が386件。
委　　員：「人権に関する市民意識調査」で「女性の人権が尊重されていない」と感じることがある人が42.9％いるが、そう感じた要因は？
事 務 局：固定的な概念における不平等感、昇給における不平等感、女性の社会進出が困難になっていることにおける不平等感を感じている人が多い。
委　　員：資料２の取組状況について、具体的な内容がよくわからない。例えば市報やホームページで情報発信をしたのであれば、掲載時期等を明確に記載するなど、具体的に書いてほしい。
事 務 局：会議録として市HPで公表する際に、ご指摘の点を修正したうえで公表する。
委　　員：女性の登用率について、妙高市SDGs未来都市計画の数値と異なっている。
事 務 局：妙高市SDGs未来都市計画は2021年に策定されたことに対し、男女が共に歩むパートナープランは2020年に策定されたため、数字に差異が生じている。来年は、男女が共に歩むパートナープランの中間見直しの年であるため、登用率についても見直しを図っていく。
委　　員：まちづくり市民意識調査の回答率が低く、市民の声を反映できないのではないか。
事 務 局：ご指摘のとおり、アンケートだけでは市民の皆さんの声を拾いきれない部分もあるため、企画政策課ではアンケート以外の情報を拾っていく取組みを検討している。
委　　員：各審議会の女性委員さんは、自ら手を挙げてくれたのか、それとも市から打診したのか。
事 務 局：市から個別にお願いさせていただくこともある。特に公募している委員については女性の委員が増えるように意識してアプローチをしている。審議会によっては女性枠を設けているものもある。各団体の長など、宛て職的に決まっている委員もいるため、そういった委員に対しては難しい状況がある。
委　　員：各団体の長が女性となるような動きがあると良い。
　　

　　〇次年度の取り組みについて

　　　資料１　男女が共にあゆむパートナープラン2020～2029の進捗状況（２．次年度の取組）
　　　により事務局が説明

＜質疑・意見など＞
　委　　員：例年とは異なる手法で周知啓発に取り組むとあるが具体的には？
　事 務 局：フォトコンテストの入賞作品をパネル化し、市役所のコラボサロンや、新井駅駅舎サロン等での掲示を行う。加えて、市役所では長期で育休をとる男性職員もでてきたため、概念的な周知だけでなく、実績をとりいれた周知を実施していく。
　委　　員：今年の市報で市役所の女性課長が掲載されていたのはよかった。
委　　員：講演会のように伝えて終わりの一方通行的な啓発ではなく、双方向のコミュニケーションがとれるような啓発を行うことで、徐々に浸透していく。SDGs普及啓発フェアでは女性の活躍が目立っていた。こういったイベント等に男女共同参画を結び付けてみては。
　委　　員：今後も啓発を行っていくにあたって「男女共同参画」という言葉だけで周知していくのではなく、既に定着しつつある「妙高市民の心」や「SDGs」と絡めて周知をしていくことで「男女共同参画」も定着していくのではないか。
　事 務 局：いただいたご意見を参考に、啓発活動を行っていく。
　委　　員：来年度の「まなびの杜」ではどんな活動を行うのか。
　事 務 局：妙高市出身の経営者をお招きし、講演していただく予定。
　委　　員：聞いて終わりではなく、参加した方が思いを伝えられるような講演会にしてほしい。

　委　　員：フォトコンテストの応募数が少なかったことに対して、事務局はどのように考えているか。
　事 務 局：事務局でも個人や企業のかたに直接働きかけを行ってきており、様々な広報媒体を活用して周知を行ってきたが、応募者が簡単に応募できる工夫が十分ではなかったと考える。
　委　　員：「男女共同参画」というテーマがイメージしにくかったのでは。計画の名称にもある「男女がともにあゆむ」という言葉を使ったほうがわかりやすかったかもしれない。また、チラシに例を挙げたものを組み込んだほうが応募者側も想像しやすいのではないか。初めてやる取組みはなかなか定着しないので、諦めずに続けていくのがよい。
　委　　員：入賞作品についてはLINE配信も活用してみては。若い方は市HPよりもLINEを活用していることが多い。

　事 務 局：LINEを活用した作品紹介を検討したい。
　

上記に相違ないことを確認する。

　　令和６年１月２９日

妙高市男女共同参画審議会　
会長　　山　﨑　淳　子
